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用 語 説 明 

GNSS 

全球測位衛星システム  

衛星測位システム  

Global Navigation Satellite System 

元々は航空機・船舶等の航法支援用に開発されたシステムで

GPS 衛星、地上管制局、利用者の受信機で構成される。利用者

は４機以上の GPS 衛星からの距離を同時に知ることにより位

置等を得ることができる。  

注：６軌道面に衛星を 30 個配置すると地球の全域をカバ－可。 

GPS 

全地球測位システム  

衛星測位システム  

 

Global Positioning System  

米国国防総省が開発した人工衛星を利用した位置測定システ

ムで、GNSS の一つ。航空機・船舶、地上の車両等の受信者に

三次元位置を与えるために使用される。  

注：日本では初期から GPS を利用していたため、衛星測位シ

ステム全般を指してよぶことが多い。  

QZSS 

準天頂衛星システム  

Quasi-zenith Satellite System 

地域航法衛星システムであり、地上から高仰角で観測できる準

天頂衛星を常に 1 機は見通せることができるようにするもの。

日本は、H22 年に実証のための初号機みちびき  (QZS-1)を打ち

上げ､H29 年に 3 機を追加し、H30 年から 4 機体制でシステム

運用を開始している(注：2023 年は 7 機体制となる予定）。  

QZS は GNSS と併用して用いられる。  

GIS 

地理情報システム  

Geographic Information System 

地理空間情報(地点や区域の位置情報等)を管理・利用するシス

テム。  

トータルステーション  

 

トータルステーションとは、水平角と鉛直角を計測する経緯儀

という器械に、測距儀の機能が内蔵された測量器械。  

単独測位  

 

GNSS 衛星から送信される衛星の位置や時刻などの情報を 1 台

で受信し、4 個以上の衛星から観測点の位置を決定するもの。

誤差は約 10ｍ程度とされる。  

SBAS 

衛星航法補強システム  

Satellite-Based Augmentation System 

GNSS の性能向上のためのシステムで、静止衛星の補助信号を

用いて GPS などの衛星測位システムによる測位の誤差が補正

される。誤差は上空が開けた場所でサブメータ級。  

CLAS  

センチメータ級測位補

強サービス  

Centimeter Level Augmentation Service  

電子基準点のデータを利用して補正情報を計算し、測位補強情

報を準天頂衛星みちびきから送信するもので、誤差は上空が開

けた場所でセンチメータ級。  

RTK Real Time Kinematic 

移動する GNSS 受信機「移動局」と、事前に位置の分っている

GNSS 受信機「基準局」を無線又はインターネットで繋ぎ、移
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動局において衛星からの信号と基準局からの信号をリアルタ

イムで解析して観測点の計測精度を高める方式。  

PDOP 

 

位置精度劣化度。衛星配置の偏りを指数化。値が小さいほど

良好な衛星配置であるとされる。  

２DRMS 平均座標との距離を二乗して平方根をとった値が DRMS で、

半径が 2DRMS の円内に位置座標の約 95%が収まるとされる。

値が小さいほど位置座標の揺れが小さいことを示す。  

QGIS QGIS（キュージーアイエス、旧称:Quantum GIS）は、地理空間

情報データの閲覧、編集、分析機能を有する無償の GIS ソフ

ト。  

CRS 

座標参照系  

Coordinate Reference System 

GIS 上で位置を表すための座標参照系には「地理座標系」と「投

影座標系」の２種類がある。  地理座標系は地球を球体とみな

し緯度経度で位置を表す。投影座標系は地球の狭い範囲の一部

を平面へ投影し、ある原点からの  X 方向と  Y 方向の距離で

位置を表す。投影後のデータは、GIS 上でより正確な距離や面

積、角度を測ることができる。  

WGS84 

 

World Geodetic System（世界測地系）1984 の略語。  

WGS84 は、米国が構築・維持している世界測地系（地理座標

系）であり、緯度、経度、高さにより地球楕円体上の 3 次元の

位置を示す。GNSS 測位のデータは基本的には WGS84。  

JGD2011 〇〇系  世界測地系の日本付近を投影した平面で位置を表すための投

影座標系。GIS 上で JGD2011○○系に投影した GNSS 計測デー

タから、より正確な距離や面積、角度を測ることができる。  

レイヤ  GIS 上で表示する地図などの層。  

ベクタ  複数の点の位置とそれを繋いだ線、色、カーブなどを数値デー

タとして記憶し画像を再現するデータ形式。ポリゴンなど。  

ラスタ  1pixel の点が縦横と格子状に並び構成されたデータをラスタ

形式という。写真や地図など。  

ジオメトリ  空間的な特徴を表すポイント、ライン、ポリゴンは一般的にジ

オメトリと呼ばれている。  

ポリゴン  線で囲まれた多角形の面データのこと。  

ジオリファレンス  スキャンした地図等の画像を GIS に取り込んで、地形図等と

対比しながら画像に位置情報を付与すること。  
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巻 末 資 料 実証事業結果 
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※CLAS 対応機種では、連続計測した平均座標で精度の向上が見られた。  
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